
平成 30 年度 

宮城県「体験の風をおこそう」運動推進事業 

 

 「第３回花山雪合戦交流会」 

 

１．趣旨   

冬季の代表的な遊び「雪合戦」を通して、野球スポーツ少年団に所属する児童の体力向上を図

るとともに、チーム同士の交流を深める。 
２．事業の概要 

 （１）期日 平成３１年１月１９日（土）～２０日（日）〔１泊２日〕 

 （２）参加者 

６団体１８４名（内訳：大人６８名，子ども１１６名） 

    ・成田オーシャンイーグルス  ・一迫山王クラブスポーツ少年団 

    ・登米友球ジュニア     ・利府レッドスターズ 

    ・本吉ロビンファイターズ  ・築館栗の実スポーツ少年団 

    ・保護者 

  
３．企画・運営のポイント 

①昨年に引き続き地元の協力を得て実施することが出来た。 

②各チームから審判協力者を選出してもらう等、参加者にも協力を得ることで、スムーズな

運営ができた。 

③交流を主な目的としたため、雪合戦の球は室内球を用い、運営者側、参加者側の負担を軽

くした。それによって時間的な余裕を作る事ができ、アトラクションとして優勝チームと

監督合同チーム、準優勝チームと保護者などの試合を実施した。 

④試合を公平に行うため、準決勝、３位決定戦、決勝は職員だけで審判を務めた。 

⑤昨年のアンケートから試合の途中に豚汁を配布し、体を温める工夫を行った。 

⑥優勝、準優勝に景品を用意して、試合への意欲を高める工夫を行った。 

 

４．日程 
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５．主な活動内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

【２日目】「決勝リーグ①」            【２日目】「表彰式」 
 

６．成果と課題  

（１）参加者アンケート結果 

   満足：１００％  やや満足：０％  やや不満：０％  不満：０％ 

 

（２）参加者の声 

   ・今回もとても良い交流会でした。 

   ・室内でもとても楽しめた。 

   ・最高でした。 

   ・指導、助言が良かったです。 

   ・豚汁の準備など、温かいものがとても美味しかったです。 

    

（３）成果 

 ①運動不足になりがちな冬期間に、楽しみながら活動することができ、体力向上の一助となっ

た。 

  また、冬期間の体力作り、状況判断、捕球からスローイングの練習にこのスポーツ雪合戦を

取り入れているチームもあった。 

 ②お互いの健闘を讃え、試合後に挨拶と握手を行う姿があり、チーム同士の交流が出来た。   

 

（４）課題 

今回は雪不足のため室内で実施したが、素手でボールを投げていたため球速があり、審判６

人では判定が追いつかない場面があった。そのため、室内で実施する場合でもスキー用の手袋

を付けるなど、球速を調整する方法が必要である。 

担当：事業推進係長 佐藤 英樹 

【１日目】「開会式」              【１日目】「豚汁の配布」 


